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木津川市明るい選挙推進協議会 会議結果要旨 

会 議 名 令和７年度木津川市明るい選挙推進協議会総会 

日 時 
令和７年６月２日（月） 

午前１１時００分から午前１１時５０分まで 
場 所 

市役所４階 

会議室４－３ 

出 席 者 
会長、副会長２名、委員９名 

事務局（奥田事務局長、尾崎事務局次長、北尾書記、村上書記、山本書記） 

会 議 議 題 等 

●議事 

（１）令和６年度事業報告について 

（２）令和７年度事業計画（案）について 

（３）木津川市明るい選挙啓発ポスター・標語審査員の選出について 

●研修会 

（１）直近の選挙について 

（２）棚倉小学校で実施した出前講座について 

会 議 要 旨 

【凡例】◆：質疑・意見  ⇒：説明・回答  

 

●議事 

（１）令和６年度事業報告について 

報告書に沿って報告し、承認を得た。 

（２）令和７年度事業計画（案）について 

  計画（案）に沿って説明し、承認を得た。 

◆校園長会における出前講座の案内は、人事異動等も鑑み、４月に行うべき

ではないか。 

⇒カリキュラム作成の関係もあり、１月の校園長会において案内を行って

いる。 

（３）木津川市明るい選挙啓発ポスター・標語審査員の選出について 

計画（案）に沿って説明し、承認を得た。 

審査員の選出結果は次のとおり。 
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・ポスター審査員 

明推協会長       前田会長 

明推協副会長      兎本副会長 

選挙管理委員会     福守委員 

選挙管理委員会     森川委員 

・標語審査員 

明推協副会長      奥副会長 

選挙管理委員会     和田委員 

選挙管理委員会     柴田委員 

選挙管理委員会     高林委員 

社会教育委員会     橋本委員 

民生児童委員協議会   未定 

老人クラブ連合会    谷委員 

社会福祉協議会     未定   

※民生児童委員協議会及び社会福祉協議会から選出の委員については、

別途各団体あてに選出依頼を行う。 

 

●研修会 

（１）直近の選挙について 

研修会資料①を用いて、第５０回衆議院議員総選挙の有権者数、投票者

数、投票率及び期日前投票者数などの状況を説明した。 

（２）棚倉小学校で実施した出前講座について 

研修会資料②を用いて、棚倉小学校で実施した出前講座の概要及び結果

について説明した。 

◆棚倉小学校における出前講座のアンケート「大きくなったら投票に行こう

と思いましたか？」について、「わからない」という回答が３割程度ある。

令和６年度に実施した相楽小学校における出前講座も同様か。 

⇒相楽小学校における出前講座でも、「わからない」という回答が４割以 

 上あった。より投票につながる講座にするため、改善に努める。 
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◆出前講座について、府立高校に対する案内は行っているのか。 

⇒府立高校については、府から案内を行っている。出前講座の要望があっ 

 た場合、府と市で協議しつつ実施することになる。 

◆啓発ポスター・標語コンクールや出前講座が学生に与えるインパクトは大

きいと考えられる。小学生だけでなく、中・高生に対しても呼びかけてい

くことが必要である。 

◆各投票所の投票率について、地域によって差が生じているが、何か理由や

投票率向上に向けた取組み等はあるのか。 

⇒転入出者や若者の多さ等、地域ごとの特色が投票率に影響を与えている  

 傾向にある。 

 

●その他 

 ・会議要旨のホームページ掲載について 

   明るい選挙推進協議会総会の会議要旨を、会長にご確認いただいたうえ

でホームページに掲載することについて、承認を得た。 

 

以 上  

 

 


